
大
和
物
語

作
者

　
作
者
は
未
詳
。
古
来
、
在
原
滋
春
、
花
山
院
、
敦
慶
親
王
ゆ
か
り
の
女
房

大
和
あ
る
い
は
伊
勢
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
が
、
古
く
「
袋
草
紙
」
に
「
作
者

不
審
」
と
あ
る
と
お
り
、
作
者
を
特
定
す
る
根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。
近
年

の
研
究
で
は
、
作
中
の
主
要
な
人
物
の
関
係
や
素
材
と
語
り
手
の
つ
な
が
り

な
ど
か
ら
、
作
者
と
い
う
よ
り
、
作
品
の
世
界
を
作
り
上
げ
た
歌
語
り
の
場

を
解
明
し
、
そ
こ
か
ら
作
者
像
を
導
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
宇
多
法
皇
と

そ
れ
に
つ
な
が
る
人
々
の
社
交
圏
に
属
す
る
人
々
の
歌
語
り
が
多
く
、
同
代

の
勅
撰
集
「
後
撰
和
歌
集
」
に
対
し
て
、
私
的
な
世
界
へ
の
傾
斜
が
強
い
こ

と
か
ら
、
そ
の
歌
語
り
圏
の
女
流
た
ち
、
例
え
ば
、
兵
衛
の
命
婦
と
そ
の
娘

の
大
和
、
伊
勢
と
そ
の
娘
の
中な
か

務つ
か
さな
ど
を
あ
げ
て
、
作
者
像
を
確
定
し
よ
う

と
す
る
考
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

出
典

▼
底
本

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
　
平
中

物
語
」（
片
桐
洋
一
他
校
注
、
平
成
六
〔
一九九四〕
年
、
小
学
館
）
に
よ
っ
た
。

新
編
全
集
の
底
本
は
、
為
家
本
（
前
田
家
本
）
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

江
戸
時
代
以
降
流
布
本
と
な
っ
た
二
条
家
本
の
系
統
に
属
す
る
善
本
で
あ
る
。

　「
大
和
物
語
」
は
異
本
が
多
い
が
、
二
条
家
本
系
統
の
も
の
が
一
般
に
読

ま
れ
、
現
行
の
活
字
本
も
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
為
家

本
は
、
大
系
本
の
ほ
か
、
柿
本
奨
「
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
」
の
底
本
と

な
り
、
定
家
自
筆
本
系
統
の
伝
為
氏
本
が
「
日
本
古
典
全
書
」
の
、
天
福
本

が
「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
。
二
条
家
本
以
外
の
諸

本
（
六
条
家
本
系
統
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
に
は
、
御み

巫か
な
ぎ本
・
鈴
鹿
本

が
あ
り
、
本
文
の
異
同
や
相
当
量
の
附
載
説
話
で
注
目
さ
れ
る
。
他
に
、
勝

命
本
と
言
わ
れ
る
、
正
治
二
（
一二〇〇）
年
の
奥
書
を
持
つ
本
の
転
写
本
の
系

統
の
本
が
あ
り
、
諸
本
と
の
関
係
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

▼
書
名

　「
大
和
物
語
」
と
い
う
呼
称
は
、
平
安
時
代
末
期
の
歌
学
書
（
前
記
の

「
袋
草
子
」
な
ど
）
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
別
名
は
な
い
。
そ
の
由

来
に
つ
い
て
は
、
作
者
ま
た
は
作
者
と
仮
託
さ
れ
た
人
（
女
房
大
和
）
の
名

前
に
よ
る
と
す
る
説
、
大
和
は
地
名
で
、「
伊
勢
物
語
」
に
対
し
て
付
け
ら

れ
た
と
す
る
説
、
唐
の
物
語
に
対
し
て
日
本
の
物
語
、
あ
る
い
は
大
和
歌
に

関
す
る
物
語
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
定
説
と
言
え
る
段
階
に

は
な
い
。

▼
成
立

　
成
立
時
期
を
限
定
で
き
る
外
部
資
料
は
な
い
。
作
中
人
物
の
呼
称
な
ど
で
、

八
十
一
段
に
、
天
暦
八
（
九五四）
年
崩
御
の
穏
子
皇
后
を
「
故
后
の
宮
」
と

し
て
い
る
こ
と
を
除
く
と
、
他
は
全
て
天
暦
五
（
九五一）
年
ま
で
で
あ
る
こ
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と
か
ら
、
成
立
時
期
の
上
限
を
そ
の
年
と
す
る
の
は
、
諸
説
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
る
。
八
十
一
段
の
「
故
」
文
字
な
ど
を
後
人
の
補
筆
と
み
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、
成
立
後
の
説
話
の
付
加
や
本
文
・
章
段
の
改
訂
な
ど
を
ど
の
よ
う
に

推
定
す
る
か
で
分
か
れ
る
が
、
天
暦
五
年
を
大
き
く
下
ら
な
い
時
期
に
は
、

か
な
り
ま
と
ま
っ
た
形
で
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
複
数
の
手

に
よ
る
何
回
か
の
増
補
改
訂
を
経
て
、
一
条
天
皇
期
に
、
現
行
の
流
布
本
の

形
に
な
っ
た
と
す
る
の
が
、
成
立
時
期
に
つ
い
て
の
大
枠
と
な
っ
て
い
る
。

▼
内
容

　
歌
に
ま
つ
わ
る
小
さ
な
物
語
や
説
話
を
集
め
た
歌
物
語
集
で
、
現
行
の
流

布
本
は
百
七
十
三
の
章
段
か
ら
成
る
。「
伊
勢
物
語
」
が
、
百
二
十
五
の
章

段
を
在
原
業
平
と
想
定
さ
せ
る
あ
る
男
の
一
代
記
と
な
る
よ
う
に
構
成
し
て

あ
る
の
や
、「
平
中
物
語
」
が
平
中
の
歌
語
り
を
集
め
た
も
の
に
な
っ
て
い

る
の
に
対
し
て
、「
大
和
物
語
」
は
特
定
の
人
物
に
限
ら
ず
、
実
在
の
人
物

に
限
っ
て
も
百
人
を
越
え
る
人
々
の
話
を
集
め
て
い
る
。
物
語
の
配
列
も
、

部
分
的
に
同
じ
人
物
に
関
す
る
も
の
を
続
け
た
り
、
主
題
・
主
情
の
連
想
で

続
け
た
り
す
る
部
分
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
構
成
と
言
え
る
よ
う
な

も
の
は
な
い
。

　
百
七
十
三
の
章
段
を
、
普
通
、
百
四
十
段
ま
で
を
第
一
部
、
百
四
十
一
段

以
降
を
第
二
部
と
し
て
、
二
部
に
大
別
し
て
い
る
。
第
一
部
は
、
語
り
手
に

と
っ
て
近
い
過
去
、
あ
る
い
は
同
時
代
の
人
物
た
ち
の
歌
に
ま
つ
わ
る
話
を

事
実
と
し
て
物
語
っ
た
も
の
か
ら
成
る
。
こ
の
実
在
の
人
物
は
、
天
皇
、
皇

族
、
公
卿
・
殿
上
人
、
僧
侶
、
女
房
な
ど
、
百
余
人
に
及
ぶ
が
、
そ
れ
ら
の

人
物
は
、
宇
多
天
皇
と
そ
の
周
辺
に
つ
な
が
る
人
々
を
主
と
し
て
い
る
。
敦

慶
親
王
、
藤
原
定
方
、
藤
原
兼
輔
、
源
宗む
ね

于ゆ
き

、
源
公
忠
、
平
兼
盛
、
元
良
親

王
ら
と
、
そ
れ
ら
と
ゆ
か
り
の
あ
る
、
俊
子
、
監
の
命
婦
、
大
和
、
伊
勢
ら

の
女
房
・
歌
人
た
ち
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
多
く
「
後
撰
和

歌
集
」
の
作
者
で
あ
る
が
、「
後
撰
和
歌
集
」
が
よ
り
権
勢
の
立
場
に
あ
っ

た
人
の
作
が
多
い
こ
と
と
対
照
的
に
、
内
容
に
お
い
て
も
、
風
流
韻
事
に
傾

い
て
お
り
、
そ
れ
も
、
恋
の
悲
哀
、
旅
や
死
の
別
れ
の
悲
し
み
、
人
生
の
不

如
意
と
い
う
よ
う
な
哀
感
を
基
調
と
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
第
二
部
は
昔
物
語
と
言
う
べ
き
、
伝
説
や
伝
説
的
な
人

物
の
逸
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
生
田
川
、
蘆
刈
、
猿
沢
の
池

の
采
女
、
浅
香
山
、
処
女
塚
、
姨
捨
、
良
少
将
の
出
家
の
話
な
ど
が
そ
れ
で
、

こ
こ
で
は
、
地
方
に
伝
わ
る
、
哀
し
く
も
優
し
い
人
の
心
を
歌
い
上
げ
る
話

が
多
い
。

▼
表
現

　「
大
和
物
語
」
は
、「
伊
勢
物
語
」
が
簡
潔
優
雅
な
文
体
に
よ
っ
て
醇じ
ゅ
ん乎こ

た

る
叙
情
的
香
気
に
満
ち
て
い
る
の
に
対
し
、
散
文
的
、
叙
事
的
で
、
現
実
に

起
こ
っ
た
歌
語
り
を
叙
述
す
る
と
い
う
傾
向
が
強
い
。
そ
の
点
、
説
明
的
で

や
や
く
ど
い
文
体
だ
と
評
さ
れ
た
り
も
す
る
が
、
現
実
の
多
様
で
雑
駁
な
あ

り
よ
う
に
対
応
す
る
説
話
的
な
写
実
性
で
あ
る
と
も
い
え
る
わ
け
で
、
物
語

文
学
の
可
能
性
を
内
包
し
て
、
次
代
に
つ
な
い
だ
作
品
と
評
価
で
き
る
の
で

あ
る
。
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参
考
文
献

教
師
用

▽
注
釈
書

　
日
本
古
典
文
学
大
系
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
」
阿
部
俊

子
・
今
井
源
衛
　

岩
波
書
店
　
昭
三
十
二

　
日
本
古
典
全
書
「
大
和
物
語
」
南
波
浩
　

朝
日
新
聞
社
　
昭
三
十
六

　
日
本
古
典
文
学
全
集
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
　
平
中
物

語
」
高
橋
正
治
　

小
学
館
　
昭
四
十
七

　「
大
和
物
語
諸
注
集
成
」
雨
海
博
洋
　

桜
楓
社
　
昭
五
十
八

　
新
典
社
校
注
叢
書
５
「
校
注
大
和
物
語
」
柳
田
忠
則
編
　

新
典
社
　
昭
六
十
三

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
　
平
中

物
語
」
高
橋
正
治
　

小
学
館
　
平
六

▽
研
究
書

　「
大
和
物
語
」（
塙
選
書
）
高
橋
正
治
　

塙
書
房
　
昭
三
十
七

　「
大
和
物
語
総
索
引
」
塚
原
鉄
雄
他
　

笠
間
書
院
　
昭
四
十
五

　「
歌
語
り
と
歌
物
語
」
雨
海
博
洋
　

桜
楓
社
　
昭
五
十
一

　「
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
」
柿
本
奨
　

武
蔵
野
書
院
　
昭
五
十
六

　「
大
和
物
語
の
世
界
」
尾
崎
左
永
子
　

書
肆
フ
ロ
ー
ラ
　
平
十
一

▽
入
門
書
・
研
究
案
内

　
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
「
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
」
片
桐
洋
一
　

角
川
書
店
　
昭
五
十

　
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
「
物
語
文
学
」
久
保
田
淳
他
編
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
八

　「
大
和
物
語
研
究
の
現
段
階
」
迫
徹
明
　国

語
と
国
文
学
　
昭
五
十
四
・
二

　「
大
和
物
語
」
上
　
下
（
講
談
社
学
術
文
庫
）
雨
海
博
洋
他
　

講
談
社
　
平
十
八

生
徒
用

　
新
明
解
古
典
シ
リ
ー
ズ
３
「
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
」
桑
原
博
史
監
修
　

三
省
堂
　
平
二

　
新
潮
古
典
文
学
ア
ル
バ
ム
３
「
竹
取
物
語
・
大
和
物
語
・
宇
津
保
物
語
」

藤
井
貞
和
・
大
岡
信
　

新
潮
社
　
平
三

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
竹
取
物
語
　
伊
勢
物
語
　
大
和
物
語
　
平
中

物
語
」
片
桐
洋
一
他
　

小
学
館
　
平
六

　「
大
和
物
語
」
上
　
下
（
講
談
社
学
術
文
庫
）
雨
海
博
洋
他
　

講
談
社
　
平
十
八

　「
心
に
グ
ッ
と
く
る
日
本
の
古
典
２
」
黒
澤
弘
光
・
竹
内
薫
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
　
平
二
十
四
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